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今年も小体育館が会場でした。上山在住

のS13年卒の佐竹イセノさん(旧姓小林)の

素晴らしい百人
一首の押し絵をはじめ、飯

豊支部の方々の作品や、県展入選の絵画や

書、フラワーアレンジメント、生け花など、

同窓生らしい大作がそろいました。

また、H2年 卒の伊藤典子さん(旧姓平

田)によるアロマオイルで世界にひとつの

自分の『香』を調合する体験コーナーでは、

年代を越えて大盛況でした。

来場者のみなさんに喜んで頂き、素敵な
“
ひととき

"の
空間を作ることが出来たと思

います。
アロマオイルコーナー
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女性になって下さい
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茸
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に
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狙
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、
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の
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、
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や
町
内
の
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も
多
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、
恩
返
し
を
し

て
い
ま
す
。
先
日
、
古
典
を
題
材
に
老
化
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止
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を
し
ま
し
た
。
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海
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に
生
い
茂
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を
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に
し
て
燃
や

し
て
い
る
の
で
、
家
が
煤
け
て
い
る
よ
う

に
新
婚
当
初
は
可
憐
だ

っ
た
妻
も
何
年
か

経
つ
う
ち
に
所
帯
じ
み
て
媒
け
た
感
じ
に

な

っ
て
き
た
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
が
、
俺
の

妻
は
や

っ
ぱ
り
新
鮮
な
魅
力
が
あ
る
な
ぁ
。

年
老

い
て
も

「常
に
め
づ
ら
し
き
」
と

夫
か
ら
激
賞
さ
れ
た
妻
、
彼
女
は
強
い
信

念
を
持
ち
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

興
味
や
関
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を
示
し
、
情
熱
的
に
前
向
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に
生
活
す
る
女
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っ
た
の
で
は
な
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で

し
ょ
う
か
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そ
ん
な
妻
の
魅
力
に
気
付
い

た
夫
も
、
妻
と
同
じ
よ
う
な
生
き
方
を
し

て
い
た
人
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
皆
様
も

御
身
大
切
に
、
い
つ
ま
で
も
若
や
い
で
元

気
の
あ
る
、
「
常
に
め
づ
ら
し
き
」
女
性

で
あ

っ
て
下
さ
い
。
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